
東日本大震災復興10年の歩み

釜石市水道事業所
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釜石市の概要

• 面積 441.42ｋ㎡

• 人口 39,996人(H23.2)

• リアス式海岸

– 平地が少ない。

– 湾ごとに町を形成

– 漁村集落が点在

• 地区間の水道は未連結

• 地盤は比較的安定

水道事業
創設 昭和26年
震災前
給水区域面積 20.39k㎡
給水人口 36,987人(H22.3)
普及率 94.6％
平均配水量 13,227㎥/日
主な水源 浅井戸
管路延長 316kｍ
水道料金 1,320円家事用・13mm

課題 水需要の減少
過大な施設規模（100箇所超）

（税込み）
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鵜住居地区

釜石地区

唐丹地区

Ｐ3



釜石市震災の概要

• 最大震度：6弱

• 津波最大波：9.3ｍ

• 浸水面積：7ｋ㎡

–中心部の2割強浸水

• 死者：912人

• 行方不明者：152人

• 建物被害：4,704戸

• 避難所：88箇所

• 避難者：9,883人

▼浸水区域
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震災発生時状況
• 事務所は被災せず、また勤務時間中のため、
職員の避難や参集の問題なかった。

• 停電（テレメーター断線）・道路不通にて、
被害状況が確認できず被害状況を把握できる
まで約1週間費やした。

初期対応
• 給水人口の多い、八雲系送水を生かすため、
東部地区の送水を止め、健全な地域への水を
確保した。

• 災害初動体制は地域別にばらつきがあったが、
避難所・病院を優先し給水活動を行った。

Ｐ5



釜石地区
矢の浦橋付近

津波発生時
2011年3月11日
15時30分
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津波の状況 鵜住居地区
大浜渡橋付近
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釜石地区
保健福祉センター付近

津波後の町
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釜石地区
市役所本庁舎付近津波後の町
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津波後の町
東部地区
新浜町



避難所 釜石地区
旧第一中学校体育館
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災害対策本部 釜石駅付近
シープラザ釜石
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配水池が空に
その時。
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配水池



被害の詳細（取水施設）

• 釜石地区
– 水源３箇所(井戸)が浸水したが、他水源へ切り替え通水再開

• 鵜住居地区
– 3水源(井戸)が全て浸水し、全域長期断水

– 旧簡水地区は、予備水源(表流水)で4月上旬復旧

– 他の地区は、第3水源に発電機、仮設ポンプ等を設置し、4 月下旬から
通水開始

• 唐丹地区
– 唯一の水源(井戸)が浸水し、全域長期断水

– 仮復旧後も塩化物イオン値が不安定(雨のたび基準値超過)なため、生活
用水(飲用禁止)で4 月中旬給水開始。5月下旬に飲用禁止を解除した。
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水道被害の概要
• 水道施設

– 浸水被害により機能停止 15 箇所
– 管路破損、橋梁添架管被災等 25箇所

• 長期断水 約8,000 戸
– 全世帯数：17,561 （H23.2）
– 7月12日に断水解消（被災地区除く）

地 区 被災
住宅

水道施設の被害（津波被害）

釜石 1,917
嬉石第1 ポンプ場、滝の沢ポンプ場
平田第1･2 ポンプ場（水源）
尾崎白浜第2 ポンプ場（水源）

鵜住居 1,751
鵜住居第1・2・3 ポンプ場（水源）、
片岸ポンプ場、箱崎第1 ポンプ場、
小川浜ポンプ場

唐丹 390 小白浜ポンプ場（水源）、花露辺送水ポンプ場、本郷ポンプ場

その他 490 野田配水池、新町第１電気室
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被害の詳細（送水施設）
• ポンプ場7箇所が浸水損壊した。

• 送水管と配水管をかねている送配水管が多く、止水
栓止め等に時間を費やし、送水に時間を要した。

被害の詳細（配水施設）

• 津波で道路が侵食し、３か所で配水管が露出損壊した。

• 橋梁添架管が、津波で3箇所、地震で1か所損壊した。

• 地震による配水管の被害は、それ程なく、老朽化VP 管、
軟弱地盤の鋳鉄管のタイトン継手に一部見られた。
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鵜住居第1取水井場
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鵜住居第3取水井場
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唐丹地区
小白浜ポンプ場
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鵜住居地区
箱崎第１ポンプ場

Ｐ20



釜石地区
尾崎白浜第2ポンプ場
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被害の詳細（断水）

• 釜石地区

–主水源は被災しなかった。

–浸水区域外は、一部を除き、自家発で通水を継続

–浸水区域は、全戸断水し、瓦礫撤去後に通水作業を行った。

• 鵜住居地区・唐丹地区

–水源が全て浸水し、即時断水となる。

–施設復旧後も塩化物イオン値が高く、長期間断水

–水質基準クリアーは、45～75日後
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支援を受けた団体
• 応急給水

日本水道協会各支部、自衛隊

東京都荒川区、盛岡市上下水道部

釜石市水道工事業協同組合

・応急復旧

積水化学工業㈱

シンク・エンジニアリング㈱

盛岡市上下水道部

釜石市水道工事業協同組合

・漏水調査

フジ地中情報㈱、盛岡市上下水道部
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既設添架管
150A

既設添架管
100A

流出添架管

配水管
応急復旧
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被害の詳細（導水施設）
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• 導水管１箇所が、津波で道路が侵食し露出したが、管路
(ポリエチレンφ150)は無事のため、埋設しなおした。
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復旧作業の問題
○送配水管が多く、送水前に流失建物の給水装置止水作業が
難航し、通水に時間を要した。
・現地と図面が一致しない箇所があった。
・津波で止水栓筺等に泥が入り、止水作業に時間を要した。
・舗装オーバーレイ（震災前）で、バルブ筺が隠されて
いる箇所があり、作業に支障がでた。

○テレメーター回復に時間がかかり、施設の稼働状況等の
把握できなかった。

○本管破損箇所から、土砂が大量に入り、除去作業にかなりの
時間を要した。

○貯蔵資材で対応できない漏水があり、復旧に時間を要した。
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給水活動

• 当初、給水車4台で避難所中心に給水を実施。基本的に拠点
給水とした。

• その後、自衛隊等の多大な支援を受け給水を継続できた。

給水活動期間：151日

給水車両：延べ305台

給水量：2,088トン

• 7月12日で断水は解消。住民の水質不安に配慮し、一部地域
で8月9日まで継続。

• 当初は燃料確保、その後は道路渋滞が活動の妨げとなった。
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31
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給水活動の問題
• 給水タンク6 台保有していたが、断水範囲が広く、応援に
頼らなければならなかった。

• 給水車が無い為、水輸送に、借用車に頼らなければなら
なかった。

• 各自治体から複数の応援給水車が来たが、受け入れ体制が
不十分であった。

• 震災後直ぐ自衛隊の応援が入ったが、調整が取れず、
それぞれに給水活動を行った。

• 通信手段を失い、給水活動を必要とする地域の把握が困難
だった。

• 塩化物イオンが比較的高値(基準値以内)の地域で、拠点給水
タンク撤去に住民の理解が得られず、給水活動が長引いた。
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国の支援

• 災害復旧費補助金

–補助率88.3％：応急復旧、本復旧

–補助率50％：漏水調査、給水装置関係

• 災害救助費補助金

–補助率100％

–対象：給水活動、仮設住宅対応

• 震災特別交付税

–補助事業自己負担分の一部、単独事業の一部
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釜石市復興まちづくり基本計画

• 基本理念 「撓ま ず 屈 せ ず」

• ４ つ の基本方針(抜粋)

– 災害に強い都市構造への抜本的転換

– この地で生き続けるための生活基盤の再建

• 目指すべき地域の将来像（抜粋）

– 高台移転、嵩上げ、建築制限などによる安全な
居住区の確保
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各地区にて工事は発注。

それぞれの、施設目的・緊急性など様々な工事が一斉に着手されました。
防波堤・道路改良・宅地整備・ライフラインなど、発注者も異なりました。
市内・県内施工業者でもカバーできない量の工事が発注。通常では考えられない
プロジェクトが始まったので、資材不足が生じました。

競合工事が多々あり、工期延伸や工事打ち切りなど通常の工事では考えられない
事が、多々あり、施工監理不備が生じました。

Ｐ37



松原・嬉石地区
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東部地区
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鵜住居・片岸地区
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鵜住居地区水道施設再編事業 計画前
井
戸

廃止

廃止

廃止

廃止

廃止

廃止

廃止
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鵜住居地区水道施設再編事業 計画
井
戸

井
戸

鵜住居地区水道施設再編事業にて7施設の廃止。
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水道事業所これからの課題
施設の老朽化

人口減少に伴う、料金設定

釜石市は新日鉄の好景気に伴い、昭和30年代より水道拡張工事が盛んになり、水道施設も
昭和30年から40年代に作られました。
今、施設の痛みも多々あり、計画的な工事が求められています。
震災による主要居住区の変動や、集落人口減少など綿密な計画をたて、安価で維持管理が
容易な施設構築が求められています。

釜石市は県内でも、水道料金が安価ですが、上記でも示したように老朽化更新工事を
しなければ、安全な水を提供できません。
人口減少による収益の下降は免れず、支出を出来る限り抑え、お客様が納得できるよう、
業務を遂行しております。
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震災前と現在の業務量
区 分 単 位

震災前
令和元年度 増 減

増減率

(H21) (%)

行政区域内人口 人 40,474 33,609 ▲ 6,865 ▲ 17.0

給水区域内人口 人 39,108 32,728 ▲ 6,380 ▲ 16.3

給水人口 人 36,987 32,643 ▲ 4,344 ▲ 11.7

普及率 ％ 94.6 99.7 5

年間総配水量 千㎥ 4,828 4,533 ▲ 295 ▲ 6.1

年間総有収量 千㎥ 3,798 3,536 ▲ 262 ▲ 6.9

有収率 ％ 78.7 78.0 ▲ 0.66

給水収益 千円 695,070 663,621 ▲ 31,449 ▲ 4.5
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36,987人 35,379人 35,341人 35,484人 35,906人 35,714人 35,314人 34,802人 34,233人 33,432人 32,643人

¥660,133,797 

¥674,446,708 

¥582,208,013 

¥671,031,079 

¥677,711,197 

¥689,038,181 

¥701,970,356 

¥712,496,329 

¥711,502,294 

¥697,947,318 

¥663,621,221 
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平成21年度から令和元年度までの給水人口と収益
給水人口 給水収益 （消費税込）
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2016年策定の釜石市人口ビジョンにおいては、当時の国推計値（2010年推計）であった2040年に21,503人という将来推計から、
地方創生の推進を図ることで、2040年に27,000人程度の人口規模を維持することを展望しました。最新の国推計値（2015年推
計）では、2040年に23,266人となり、1,800人程度の改善が見られるものの目標値には届かず、また、復旧・復興需要の逓減に伴
い、今後はさらに人口減少が進展するものと推測されます。釜石市人口ビジョン・オープンシティ戦略・改訂版では、2040年に
27,000人という将来展望を維持しつつ、人口減少時代の持続可能なまちずくりを探求します。
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人口推計（国推計および市目標値）

2010年推計 2015年推計 オープン戦略



被災直後

室浜地区25戸(自力再建18区画、復興公営住宅7戸)
平成27年10月宅地完成
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被災直後令和２年３月

室浜地区25戸(自力再建18区画、復興公営住宅7戸)
平成27年10月宅地完成
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片岸地区(宅地190区画、復興公営住宅35戸)
平成31年3月宅地完成

被災直後
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片岸地区(宅地190区画、復興公営住宅35戸)
平成31年3月宅地完成

被災直後令和２年３月
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鵜住居地区(宅地529区画、復興公営住宅120戸)
平成31年3月宅地完成

被災直後
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鵜住居地区(宅地529区画、復興公営住宅120戸)
平成31年3月宅地完成

被災直後令和２年３月
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根浜地区41戸(自力再建31区画、復興公営住宅10戸)
平成28年7月宅地完成

被災直後
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根浜地区41戸(自力再建31区画、復興公営住宅10戸)
平成28年7月宅地完成

被災直後令和２年３月
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箱崎白浜地区19戸(自力再建10区画、復興公営住宅9戸)

平成30年7月宅地完成（追加分を含む）

被災直後
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箱崎白浜地区19戸(自力再建10区画、復興公営住宅9戸)

平成30年7月宅地完成（追加分を含む）

被災直後令和２年３月
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仮宿地区2戸(自力再建2区画)
平成28年3月宅地完成

被災直後
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仮宿地区2戸(自力再建2区画)
平成28年3月宅地完成

被災直後令和２年３月
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桑ノ浜地区18戸(自力再建10区画、復興公営住宅8戸)
平成28年8月宅地完成

被災直後
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桑ノ浜地区18戸(自力再建10区画、復興公営住宅8戸)
平成28年8月宅地完成

被災直後令和２年３月
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両石地区114戸(自力再建65区画、復興公営住宅49戸)
平成30年3月宅地完成

被災直後
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両石地区114戸(自力再建65区画、復興公営住宅49戸)
平成30年3月宅地完成

被災直後令和２年３月
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被災直後

東部地区(宅地176区画、復興公営住宅430戸)
平成31年3月宅地完成
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被災直後
令和２年３月

東部地区(宅地176区画、復興公営住宅430戸)
平成31年3月宅地完成
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嬉石松原地区(宅地179区画、復興公営住宅144戸)
平成29年3月宅地完成

被災直後
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嬉石松原地区(宅地179区画、復興公営住宅144戸)
平成29年3月宅地完成

被災直後令和２年３月
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被災直後

平田地区(宅地158区画、復興公営住宅126戸)
平成29年3月宅地完成
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被災直後
令和２年３月

平田地区(宅地158区画、復興公営住宅126戸)
平成29年3月宅地完成
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尾崎白浜地区10戸(自力再建5区画、復興公営住宅5戸)

平成30年2月宅地完成（追加分を含む）

被災直後
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尾崎白浜地区10戸(自力再建5区画、復興公営住宅5戸)

平成30年2月宅地完成（追加分を含む）

被災直後令和２年３月
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佐須地区5戸(自力再建5区画)
平成27年6月宅地完成

被災直後
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佐須地区5戸(自力再建5区画)
平成27年6月宅地完成

被災直後
令和２年３月
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花露辺地区17戸(自力再建4区画、復興公営住宅13戸)
平成25年12月宅地完成

被災直後
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花露辺地区17戸(自力再建4区画、復興公営住宅13戸)
平成25年12月宅地完成

被災直後
令和元年12月
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本郷地区24戸(自力再建12区画、復興公営住宅12戸)
平成27年9月宅地完成

被災直後
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本郷地区24戸(自力再建12区画、復興公営住宅12戸)
平成27年9月宅地完成

被災直後
令和元年12月

Ｐ61



唐丹(小白浜)地区48戸(自力再建18区画、復興公営住宅30戸)

平成28年7月宅地完成

被災直後
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唐丹(小白浜)地区48戸(自力再建18区画、復興公営住宅30戸)

平成28年7月宅地完成

被災直後
令和元年12月
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被災直後

荒川地区9戸(自力再建1区画、復興公営住宅8戸)
平成27年9月宅地完成

Ｐ63



被災直後
令和元年12月

荒川地区9戸(自力再建1区画、復興公営住宅8戸)
平成27年9月宅地完成

Ｐ63



被災直後

大石地区3戸(復興公営住宅3戸)
平成25年12月完成

Ｐ64



被災直後

大石地区3戸(復興公営住宅3戸)
平成25年12月完成

令和元年12月

Ｐ64





ご清聴ありがとうございました。

皆様の応援 御協力
ありがとうございました。

釜石市水道事業所

Ｐ66


